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総
務
産
業
委
員
会

●
湯
の
鶴
市
有
泉
源
条
例
等
の
一
部

を
改
正

●
水
俣
市
海
洋
牧
場
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

●
公
益
的
法
人
等
へ
の
水
俣
市
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

●
水
俣
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

 

厚
生
文
教
委
員
会

●
水
俣
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
の
制
定

●
水
俣
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正

●
水
俣
市
就
学
指
導
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正

●
水
俣
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正

●
水
俣
市
病
院
事
業
使
用
料
及
び
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

平
成
26
年
度
当
初
予
算
を
可
決

条

例

条

例

予

算

予

算

条
例
の
制
定
１
件
、
改
正
８
件
を
可
決

【平成26年度会計別当初予算】

区　分
会計別 平成26年度 平成25年度 前年度比

一般会計 12,427,771 13,889,089 －10.5％

国民健康保険 4,538,591 4,479,741 1.3％

後期高齢者医療 393,901 394,928 －0.3％

介護保険 3,279,591 3,369,148 －2.7％

公共下水道 1,290,603 1,368,712 －5.7％

水道事業 417,138 342,087 21.9％

病院事業 8,475,910 6,906,522 22.7％

合　　計 30,823,505 30,750,227 0.2％

・企業会計の数値は収益的支出の額。

３月定例会の報告３月定例会の報告
平成26年度一般会計予算・条例平成26年度一般会計予算・条例
の制定などを可決の制定などを可決
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総
務
産
業
委
員
会

○
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金

（
消
防
費
） 

３
億
５
３
３
万
円

○
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

 

４
，
４
９
２
万
円

○
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
補
助
金

 

１
，
３
８
９
万
円

○
自
治
振
興
交
付
金 

１
，
２
０
１
万
円

○
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助
金

 

４
４
２
万
円

〇
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
補
助
金

 

６
６
９
万
円

○
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
体
制
整
備
支
援
委
託
料

 

１
，
７
１
６
万
円

○
青
年
就
農
給
付
金 

１
，
５
０
０
万
円

○
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
費
補
助
金

 

６
６
９
万
円

○
信
用
保
証
料
補
給
補
助
金 

３
３
８
万
円

○
み
な
ま
た
グ
リ
ー
ン
保
証
利
子
補
給
金

 
１
，
７
２
６
万
円

○
中
小
企
業
対
策
経
営
安
定
融
資
資
金
貸
付
金

 

７
，
０
０
０
万
円

○
湯
の
児
海
水
浴
場
砂
場
修
復
工
事
他

 

１
２
１
万
円

 

厚
生
文
教
委
員
会

○
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
介
護
手
当

 

１
８
５
万
円

○
特
別
障
害
者
手
当
等
給
付
金

 

１
，
６
６
６
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
費

 

４
，
４
０
０
万
円

○
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
費

 

８
８
０
万
円

○
延
長
保
育
促
進
事
業
補
助
金

 

５
，
５
３
４
万
円

○
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

 

３
，
０
３
２
万
円

○
エ
コ
住
宅
建
築
促
進
総
合
支
援
事
業
補

助
金
（
３
か
月
分
） 

６
５
０
万
円

○
妊
婦
一
般
検
診
委
託
料

 

２
，
１
２
５
万
円

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
費

 

７
，
１
７
４
万
円

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金

（
３
か
月
分
） 

５
５
０
万
円

平
成
25
年
度
補
正
予
算
を
可
決

■
一
般
会
計

○
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

 

１
８
８
万
円

○
障
害
者
日
常
生
活
用
具
給
付
金

 

８
０
万
円

〇
自
立
支
援
給
付
金
５
，
２
８
０
万
円

■
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
税
還
付
金 

３
２
万
円

○
国
保
直
営
診
療
施
設
運
営
特
別
費
用
助

成
繰
出
金 

４
，
０
０
０
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

○
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保
険
料

等
徴
収
金
納
付
金 

３
３
３
万
円

■
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
金

 

５
８
６
万
円

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
東
部
65
号
汚
水
枝
線
工
事
他

 

４
１
８
万
円

■
水
道
事
業
会
計

○
第
一
水
源
地
送
水
ポ
ン
プ
取
替
工
事

 

△
２
，
３
６
８
万
円

○
古
城
１
・
２
丁
目
送
水
管
改
良
工
事

 

△
１
，
４
４
８
万
円

■
病
院
事
業
会
計

○
診
療
材
料
購
入
費 

６
，
０
０
０
万
円

意
見
書
２
件
を
採
択

●
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
し
、

発
生
抑
制
と
再
使
用
を
促
進
す
る
た
め

の
法
律
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書

●
建
設
業
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の

救
済
と
被
害
の
根
絶
に
関
す
る
意
見
書

意

見

書

意

見

書

【平成25年度会計別補正予算】

会 計 名 補正額 補正後の額

一般会計 1,258,076 15,943,060

国民健康保険 72,561 4,568,854

後期高齢者医療 △ 1,546 387,913

介護保険 △ 150,153 3,242,663

公共下水道 △ 24,734 1,352,491

水道事業（収益的支出） △ 192 328,743

水道事業（資本的支出） △ 422,013 216,763

病院事業（収益的収入） 46,412 6,972,173

病院事業（収益的支出） 60,000 6,966,522

地方交付税
5,000,000
40%

その他
379,703
3%

諸収入
312,404
3%

繰入金
186,411
2%

市税
2,629,591
21%

その他各種
交付金など
552,544
4%

市債
661,700
5%県支出金

858,325
7%

国庫支出金
1,847,093
15%

総務費
1,580,554
13%

民生費
4,940,978
40%

衛生費
1,715,090
14%

農林水産業費
244,090
2%

商工費
261,490
2%

議会費
157,319
1%

公債費
1,364,339
11%

教育費
766,255
6%

消防費
389,787
3%土木費

992,845
8%

○平成26年度一般会計予算　歳入 ○平成26年度一般会計予算　歳出
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請
願
１
件
を
不
採
択

●
国
に
対
し
「
消
費
税
増
税
中
止
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に

つ
い
て

陳
情
１
件
を
採
択

●
建
設
業
従
事
者
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の

早
期
救
済
解
決
を
は
か
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
に
つ
い
て

請
願
・
陳
情
３
件
を
継
続
審
査

●
「
年
金
２
．
５
％
削
減
法
」
を
廃
止
す

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
●
携
帯
電
話
基
地
局
設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

●
行
政
財
産
の
„
有
効
且
つ
適
正
管
理
“

に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

●
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る

助
成
制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て

指
定
管
理
者
の
指
定
７
件
を
可
決

●
水
俣
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者

：

水
俣
市
連
合
母
子
会

●
水
俣
市
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

　

指
定
管
理
者

：

公
益
社
団
法
人
水
俣
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

●
み
な
ま
た
環
境
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者

：
（
株
）
み
な
ま
た
環
境

テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー

●
湯
の
鶴
温
泉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

指
定
管
理
者

：

15
区
自
治
会

●
み
な
ま
た
観
光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く
り

　

指
定
管
理
者

：

（
株
）
み
な
ま
た

●
湯
の
児
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー
ク

　

指
定
管
理
者

：

水
俣
市
漁
業
協
同
組
合

●
水
俣
市
総
合
体
育
館
等

　

指
定
管
理
者

：

財
団
法
人
水
俣
市
振
興
公
社

★
第
５
次
水
俣
市
総
合
計
画
第
２
期

基
本
計
画
（
案
）
可
決

そ

の

他

そ

の

他

請

願
・

陳

情

請

願
・

陳

情

議 案 の 審 議 結 果議 案 の 審 議 結 果
▼賛否の分かれた議案▼
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　３月定例会では、10人の議員が一般質問を行い

ました。

　水俣市は１人70分以内で、１テーマにつき３回

まで質問できます。議会だよりでは、スペースの

都合上、質問と答弁が要約してありますので、臨

場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

●髙岡　利治（６ページ）
　１．市長選挙について
　２．選挙中の政策ビラの中身について
　３．選挙公約とその中身について
●藤本　壽子（７ページ）
　１．長崎・木臼野地区の産廃処分場計画
跡地利用について

　２．携帯電話中継基地局建設に当たって
の条例制定について

　３．病児、病後児保育所の設置について
　４．容器包装リサイクル法の改正について
●野中　重男（８ページ）
　１．西田市長の政治姿勢について
　２．水俣病被害者救済について
　３．水俣病にかかわる国保財政への特別
調整交付金について

　４．在宅医療、在宅介護のシステムづく
りでの水俣市の関与について

●塩﨑　信介（９ページ）
　１．市長選の総括について
　２．不登校問題について
●福田　　斉（10ページ）
　１．浜グラウンドの用途変更と旧三中跡
地利用について

　２．水俣市の防災対策について
　３．水俣市の観光整備について　　　　

●渕上　道昭（11ページ）
　１．行財政改革について
　２．接遇対応について
　３．農業問題について
　４．教育問題について　　　　　　　　
●川上紗智子（12ページ）
　１．子どもの健やかな成長と子育てしや

すい環境について
　２．水俣市における雇用問題について
　３．徳富蘇峰生誕150年記念事業の取り
組みの成果と今後の課題について

●真野　頼隆（13ページ）
　１．西田市政について
　２．公共工事について
　３．メガソーラーと花見山公園構想につ

いて
　４．ゴルフ場の存続について
●牧下　恭之（14ページ）
　１．子ども医療費助成事業について
　２．臨時福祉給付金及び子育て世帯臨時

給付金について
　３．教育問題について
　４．地域防災力の強化について
●谷口　明弘（15ページ）
　１．水俣市長選挙について
　２．防災と自衛隊について
　３．危険な空き家対策について
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問　

政
策
ビ
ラ
の
中
で
、

「
バ
ラ
園
の
整
備
、
中
尾

山
公
園
の
整
備
、
海
と
夕

や
け
の
誘
致
、
鶴
の
屋
の

開
設
で
妨
害
し
た
の
は
誰

だ
」
と
あ
る
が
、
そ
の
よ

う
な
事
実
が
あ
っ
た
と
思

う
か

答問　

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
現
状
と
、
今
後
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
る
か

答

問　

選
挙
期
間
中
「
８
年

前
に
戻
す
な
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う

意
味
か

答

問　
「
多
数
を
か
さ
に
日

本
一
の
お
粗
末
な
議
会
に

し
た
の
は
誰
だ
」
と
の
表

現
に
つ
い
て
、
同
じ
議
会

に
身
を
置
い
た
も
の
と
し

て
ど
う
感
じ
る
か

答問　

市
長
室
で
の
ラ
ン
チ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
ど
う

い
う
こ
と
か

答問　

水
俣
病
問
題
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か

答

髙岡　利治  議員

選挙中の発言と政策ビラに書か
れた内容の信憑性はどうなのか !!

選
挙
中
の
政
策
ビ
ラ
の
中
身

市
長
選
挙

選
挙
公
約
と
そ
の
中
身

選挙公約のイメージ

問　

子
育
て
支
援
事
業
の

創
設
と
新
生
児
祝
い
金
と

は
ど
う
い
う
も
の
か

答問　

市
役
所
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
、
日
本
一
親

切
な
窓
口
業
務
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か

答
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問　

今
後
の
設
置
に
向
け

た
取
り
組
み
は

答

問　

事
業
者
の
計
画
の
進

捗
状
況
と
水
源
地
で
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
つ
い

て
の
市
の
見
解
は

答

藤本　壽子  議員

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
を

病
児
、
病
後
児
保
育
所
の
設
置
を

携
帯
電
話
中
継
基
地
局
設
置
に
あ

た
っ
て
の
条
例
制
定
を

長崎、木臼野の産廃処分
場跡地利用は

問　

全
国
の
規
制
条
例
に

つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

水
俣
も
条
例
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
思
う
か

答

問　

法
改
正
で
水
俣
市
の

ご
み
の
減
量
、
処
理
費
を

抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
か

答

市内携帯電話基地局

環境クリーンセンター内リサイクル展示
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問　

国
民
健
康
保
険
に
お

け
る
医
療
費
総
額
と
、
そ

の
う
ち
水
俣
病
関
係
の
給

付
費
総
額
及
び
そ
の
比
率

は
い
く
ら
か

答　問　

水
俣
病
に
関
す
る
影

響
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

こ
の
影
響
額
に
つ
い
て
国

と
県
か
ら
の
特
別
調
整
交

付
金
は
い
く
ら
き
て
い
る

か答

問　

水
俣
病
定
患
者
の
医

療
費
は
加
害
企
業
チ
ッ
ソ

が
全
額
支
払
っ
て
い
る
。

交
通
事
故
も
第
3
者
行
為

と
し
て
保
険
な
ど
で
支
払

わ
れ
る
。
水
俣
病
被
害
者

手
帳
な
ど
の
治
療
費
も
こ

の
よ
う
な
例
に
な
ら
っ
て

国
と
県
が
支
払
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

　

と

こ

ろ

が
、

国

は

１
０
０
％
し
か
交
付
し
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
に
、

交
付
さ
れ
な
か
っ
た
分
は

水
俣
市
の
国
保
財
政
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
が
予
定
通
り
交
付

さ
れ
れ
ば
国
保
税
は
下
げ

こ
の
ほ
か
に
も

国民健康保険財政への国の特別調
整交付金が予定通りきていない

国
か
ら
７
，
５
０
０
万
円
の
交
付
金
が

く
れ
ば
市
民
の
国
保
税
は
下
げ
ら
れ
る

野中　重男  議員

ら
れ
る
。
国
に
強
力
に
要

請
し
満
額
交
付
を
勝
ち
取

り
市
民
の
国
保
税
負
担
を

少
な
く
す
べ
き
で
は
な
い

か答　

病院案内窓口

市役所案内看板
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問　

８
年
前
の
市
政
に
戻

し
て
は
な
ら
な
い
と
は
、

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と

か答問　

Ｊ
Ｎ
Ｃ
と
の
共
存
共

栄
と
あ
る
が
、
具
体
的
に

ど
う
い
う
政
策
を
考
え
て

い
る
の
か

答

問　

木
質
系
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
事
業
は
事
業
化
で
き

る
の
か

答

問　

市
民
へ
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
業
務
の
充
実
と
あ
る

が
、
ど
う
や
っ
て
日
本
一

親
切
な
窓
口
業
務
を
達
成

問　

市
内
小
中
学
校
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答

塩﨑　信介  議員

市長選の総括は

す
る
の
か

答

不

登

校

問

題

ＪＮＣ正門
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問　

市
民
の
年
収
合
計

約
６
０
０
億
円
の
４
割

２
４
０
〜
２
５
０
億
円
が

Ｊ
Ｎ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
や
既
存

の
事
業
所
、
医
療
・
福
祉

関
連
が
占
め
る
。
医
療
セ

ン
タ
ー
に
は
年
間
約
20
万

人
の
外
来
が
あ
る
が
、
４

割
の
８
万
人
が
市
外
か
ら

で
あ
り
滞
在
時
間
の
延
長

で
市
内
へ
の
流
動
率
も
高

ま
る
。
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
総
合
体
育
館
と

の
共
有
化
も
図
れ
な
い
か

答

問　

代
替
地
と
し
て
旧
三

中
の
運
動
公
園
化
の
検
討

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
旧

三
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
か

ら
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
を

引
い
て
も
４
，
０
０
０
㎡

（
約
１
，
２
０
０
坪
）
余

裕
が
あ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
コ
ー
ス
も
十
分

取
れ
る
。
愛
好
者
の
た
め

に
も
整
備
す
べ
き
で
は

答

問　

消
防
団
員
数
の
減
少

傾
向
に
対
し
て
、
初
期
消

火
、
誘
導
業
務
な
ど
の
Ｏ

Ｂ
団
員
の
活
用
、
組
織
化

が
必
要
と
思
う
が

答

問　

空
か
ら
の
救
助
活
動

時
、
建
物
屋
上
へ
表
示
す

る
「
対
空
表
示
」
ヘ
リ
サ

イ
ン
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
か

答 問　

ロ
ー
ズ
フ
ェ
ス
タ
が

昨
年
20
万
人
を
突
破
し

た
。
球
磨
川
鉄
道
か
ら
お

れ
ん
じ
鉄
道
に
乗
り
換
え

た
ら
人
口
３
万
５
千
人
の

人
吉
方
面
か
ら
水
俣
に
観

光
客
を
呼
べ
る
。
Ｊ
Ｒ
肥

薩
線
で
乗
り
換
え
れ
ば
人

口
12
万
８
千
人
の
霧
島
方

面
か
ら
観
光
客
を
呼
べ
る
。

福田　斉  議員

浜グラウンドの医療センター駐車場
への用途変更と旧三中跡地活用は

水
俣
市
の
防
災
対
策
は

水
俣
市
の
観
光
整
備
は

エ
コ
パ
ー
ク
駅
前
新
設
検

討
結
果
は

答問　

小
崎
親
水
公
園
の
今

後
の
景
観
整
備
を
ど
う
考

え
て
い
る
か

答

市役所屋上のヘリサイン

小崎河川敷
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問　

行
政
改
革
の
進
捗
状

況
と
評
価
は

答

問　

意
識
改
革
に
つ
い
て

は
ど
う
か

答

問　

接
遇
の
取
り
組
み
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま

た
評
価
は
ど
う
か

答

渕上　道昭  議員

いつも笑顔でおもてなし
明るく元気な対応を

農　

業　

問　

題

行

財

政

改

革教　

育　

問　

題

職

員

の

接

遇

問　

対
応
面
で
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
は
発
生
し
て
い
な

い
の
か

答

問　

重
要
な
産
業
の
中
、

多
く
の
課
題
も
あ
る
。
現

状
を
ど
う
認
識
す
る
か

答

問　

農
業
振
興
に
対
す
る

市
と
し
て
の
決
意
は

答

問　

本
市
の
児
童
生
徒
の

学
力
を
ど
う
総
括
す
る
か

答

サラダ玉ネギの収穫作業
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問　

子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
、
子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
軽
減
す
る
子
育

て
支
援
策
と
し
て
、
多
く

の
自
治
体
で
拡
充
さ
れ
て

い
る
。
県
内
で
も
45
自
治

体
の
う
ち
26
自
治
体
で
中

学
生
ま
で
助
成
を
し
て
い

る
。

　

芦
北
町
は
す
で
に
高
校

生
ま
で
だ
が
、
平
成
26
年

度
か
ら
津
奈
木
町
で
も
中

学
生
ま
で
に
広
げ
る
予
定

と
聞
い
て
い
る
。
４
月
１

日
か
ら
の
消
費
税
増
税
で
、

子
育
て
世
代
に
も
大
き
な

負
担
増
が
待
ち
受
け
て
い

る
。

　

少
し
で
も
早
く
実
施
で

き
る
よ
う
検
討
で
き
な
い
か

答　

川上紗智子  議員

市長公約「中学生までの医療

費無料化」の早期実施を

市
役
所
の
非
正
規
職
員
の
処
遇

改
善
を

問　

市
役
所
の
非
常
勤
職

員
な
ど
非
正
規
雇
用
の
実

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

答　

問　

市
の
財
政
状
況
な
ど

様
々
な
事
情
で
、
非
正
規

雇
用
と
い
う
形
態
を
と
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
せ
め

て
通
勤
手
当
な
ど
の
処
遇

改
善
は
で
き
な
い
の
か

答　

熊本県内市町村の子ども医療費助成制度の実施状況

水俣市
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問　

宮
本
市
政
の
継
承
で

環
境
と
経
済
が
両
立
し
た

市
政
運
営
を
す
る
の
か

答問　

西
田
市
政
独
自
の

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は

答

問　

就
任
式
の
時
、
議
会

に
対
す
る
挨
拶
が
一
言
も

な
か
っ
た
が
、
議
会
と
の

関
係
を
ど
う
す
る
の
か

答

問　

娯
楽
の
代
表
の
一
つ

で
あ
る
ゴ
ル
フ
場
が
水
俣

か
ら
無
く
な
る
の
は
寂
し

い
。
ゴ
ル
フ
場
の
存
続
に

向
け
て
市
民
か
ら
も
要
望

が
出
て
い
る
が
、
市
と
し

て
ど
う
対
応
す
る
の
か

答

真野　頼隆  議員

このままでいいのか？

一歩、踏み出す勇気が必要 !!

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
花
見
山
公
園
構
想
と
は

ゴ
ル
フ
場
の
存
続
を

問　

産
廃
処
分
場
予
定
地

だ
っ
た
所
を
Ｉ
Ｗ
Ｄ
東
亜

熊
本
か
ら
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ

ト
が
買
わ
れ
、
そ
こ
に
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
四
季
折
々

の
草
木
が
楽
し
め
る
花
見

山
公
園
構
想
の
話
が
あ
る

が
、
ど
う
対
応
す
る
の
か

答

問　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
予
定

地
内
に
、
市
で
遊
歩
道
を

設
置
す
る
計
画
が
あ
る
が
、

花
見
山
公
園
構
想
に
も
林

道
を
生
か
し
遊
歩
道
を
作

る
計
画
が
あ
る
の
で
、
ど

う
す
る
の
か

答

西　

田　

市　

政

水俣市のゴルフ場水俣市のゴルフ場

花見山公園イメージ
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問　

県
内
の
実
施
状
況
は

答問　

現
在
の
医
療
費
助
成

事
業
の
総
額
と
内
訳
は

答問　

中
学
３
年
ま
で
拡
大

し
た
場
合
の
予
想
金
額
は

答

問　

高
校
３
年
ま
で
拡
大

し
た
場
合
の
予
想
金
額
は

答問　

水
俣
市
の
子
ど
も
医

療
費
助
成
事
業
は
高
校
ま

で
、
１
，
６
０
０
万
円
で

実
施
で
き
る
。
高
校
３
年

生
ま
で
、
無
料
化
を
英
断

す
べ
き
で
は

答

問　

対
象
人
数
は

答

問　

読
書
通
帳
の
導
入
は
、

財
政
負
担
を
抑
え
た
効
果

的
な
取
り
組
み
だ
、
導
入

で
き
な
い
か

答問　

水
俣
市
は
日
本
一
の

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
を
宣

言
し
て
い
る
。

　

学
校
図
書
費
は
、
残
念

な
が
ら
全
国
平
均
の
半
分

ぐ
ら
い
の
予
算
だ
。
新
し

い
本
、
き
れ
い
な
本
を
そ

ろ
え
て
や
り
、
図
書
館
の

環
境
を
読
み
や
す
い
、
行

き
た
い
と
い
う
よ
う
な
環

境
づ
く
り
は
大
変
重
要
で

あ
る
。
財
政
措
置
は
で
き

て
い
る
。

学
校
図
書
の
購
入
金
額

牧下　恭之  議員

子ども医療費助成事業を
高校三年生まで

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
臨

時
給
付
金
と
は

問　

市
民
か
ら
の
個
別
相

談
の
設
置
は

答

教　

育　

問　

題

地

域

防

災

力

の

強

化

を

を
倍
増
で
き
な
い
の
か

答

問　

昨
年
12
月
に
消
防
団

を
支
援
す
る
「
地
域
防
災

力
充
実
強
化
法
」
が
成
立
、

施
行
さ
れ
た
。
一
歩
進
ん

だ
処
遇
改
善
が
必
要
で
は

答

消防点検の様子
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問　

不
支
持
票
と
投
票
に

行
か
な
か
っ
た
市
民
が
合

わ
せ
て
１
４
，
０
０
０
人

ほ
ど
お
ら
れ
る
が
そ
の

方
々
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か

答問　

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

公
平
性
に
お
い
て
大
い
に

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
果
た
し
て
商
店

街
の
活
性
化
に
資
す
る
の

か
、
又
、
環
境
大
学
院
大

学
は
、
大
学
が
市
内
に
出

来
て
学
生
街
や
街
に
学
生

が
闊
歩
す
る
日
常
が
来
る

と
言
う
こ
と
で
は
な
い
と

い
う
理
解
で
い
い
か

答問　

選
挙
管
理
委
員
会
に

つ
い
て
、
公
平
性
の
疑
わ

れ
る
臨
時
職
員
の
採
用
が

な
か
っ
た
か

答

問　

頻
発
す
る
広
範
囲
に

及
ぶ
自
然
災
害
に
備
え
、

平
時
か
ら
自
衛
隊
と
の
信

頼
関
係
の
構
築
が
大
切
と

思
う
が
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、

今
年
は
実
施
が
見
送
ら
れ

た
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
訓

問　

危
険
な
空
き
家
の
適

性
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
後
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま

た
、
今
後
、
代
執
行
や
補

助
金
制
度
の
導
入
な
ど
は

ど
の
よ
う
な
考
え
方
を

も
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た

今
後
、
市
民
へ
の
周
知
が

進
め
ば
、
相
談
件
数
も
増

え
る
と
思
う
が
、
そ
の
対

応
に
あ
た
る
体
制
は
十
分

か

答

谷口　明弘  議員

防

災

と

自

衛

隊

新市長に問う！ 空き家問題
など山積する本市の課題は

練
の
来
年
度
の
再
開
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
つ

も
り
は
あ
る
か

答

危
険
な
空
き
家
の
適
性
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

消防団の災害活動
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平成26年第１回定例市議会平成26年第１回定例市議会

★第５次水俣市総合計画第２期基本計画については、水俣市ホームページ→水俣市について→

行政情報→総合計画でご覧いただけます。

実施計画

基本計画

基本構想

第５次水俣市総合計画第２期基本計画（案）
審査のために連合審査会を開催

「政策Ⅰ　人と豊かな環境が共生するまち」

質疑

高等教育とはどういう内容か

答弁

大学院大学構想のことであり、通常の４年生大

学を誘致するのではなく、複数の大学との連携

によって、水俣の施設を活用し、大学院・教育

活動や水俣市の振興に役立つ内容にしたい

「政策Ⅱ　豊かさと活気を実感できるまち」

質疑

環境エネルギー産業の育成について詳しい説明を

答弁

第１期計画ではバイオマス等地域資源の有効利

活用した振興等、狭い範囲で記載していたが、

第２期は環境・エネルギー産業の育成等、広い

範囲でとらえている

質疑

定住化の促進で、受け入れた方々にどう市の活

性化や経済に関わってもらうのか

答弁

まず、先進地の事例を探りながら水俣市の支援

策を検討していく

「政策Ⅲ　安全で心安らかに、いきいきとくら

せるまち」

質疑

自治会活動の推進で、地域自治会活動に対する

満足度と自治体活動への参加が現状では低く、

また参加目標等の設定も低くなっているが、市

民が自治会活動に関心をもっていないのではな

いか

答弁

昨年、市民意識調査を行った結果である。市と

して、できる支援策や自治会活動等への支援を

考えていく
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厚生文教委員会厚生文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
●議第11号平成26年度水俣市一般会計予算中付託

分

議第16号平成26年度水俣市病院事業会計予算

●議第６号水俣市海洋牧場の設置等に関する条例

の一部を改正する条例の制定

●議第11号平成26年度水俣市一般会計予算中付託分

●議第33号平成25年度水俣市一般会計補正予算中

付託分
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61
2
0
1
4
年（
平
成
2
6
年
）4
月
1
5
日
発
行

（平成26年１月～３月）
１月４日　仕事始め式
１月12日　第64回熊日三太郎駅伝競走大会、水俣

市成人式式典（水俣市文化会館）
２月９日　市議会議員補欠選挙（岩村龍男氏、藤

本壽子氏が無投票当選）
２月18日　第９回みなまた教育フォーラム（水俣

市公民館）
２月21日　議会運営委員会（３月定例会の提出議

案等について）
２月28日　平成26年第１回水俣市議会定例会開会
３月１日　水俣高等学校卒業式及び閉校式典
３月11日　一般質問、質疑
　～13日
３月14日　各常任委員会
３月17日　連合審査会
３月18日　第33回全国豊かな海づくり大会～くま

もと～御製碑除幕式（エコパーク水俣）
３月19日　平成26年第１回水俣市議会定例会閉会

　

こ
の
３
月
議
会
か
ら
西
田
市
政

が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
、

地
域
経
済
の
鈍
化
に
伴
う
雇
用
環

境
の
悪
化
、
先
の
見
え
な
い
水
俣

病
問
題
等
、
水
俣
市
が
抱
え
る
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

西
田
市
長
は
環
境
と
経
済
を
両

立
さ
せ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

議
会
制
民
主
主
義
で
は
数
が
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
与
党
議
員
の
み
な

ら
ず
、
野
党
議
員
と
の
話
し
合
い

も
で
き
る
度
量
を
も
っ
て
、
市
民

の
た
め
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
（
委
員
は
50
音
順
）

委
員
長　

塩
﨑　

信
介

　
　

副
委
員
長　

田
口　

憲
雄

　
　

委　
　

員　

川
上　

紗
智
子

　
　

〞

　

谷
口　

眞
次

　
　

〞

　

中
村　

幸
治

〞

　

渕
上　

道
昭

　

牧
下　

恭
之

　
　

真
野　

頼
隆

３月議会報告会を開催します

開催日程

昨年整備された大崎鼻公園昨年整備された大崎鼻公園
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